
日本の四季に育まれるもの。それは私たちの五感です。

耳を澄ませ、匂いを感じ、見て、味わい、触れてみる。

ものづくり、品ぞろえ、お客さまを笑顔でお迎えすること。

もてなしのこころをととのえるのも、日本の五感。

三越伊勢丹はそのひとつひとつに磨きをかけ、世界のあらゆる

ひとびとにひらかれた、胸のたかなる未来をつくります。

お問い合わせ
株式会社 三越伊勢丹ホールディングス
業務本部 総務部
コーポレートコミュニケーション担当 IR
http://www.imhds.co.jp/
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Since 1673 Now and in the Future

三越伊勢丹グループ
グループビジョン

私たちは、呉服店の時代から「五感」を研ぎ澄ましてきました。たとえば和服を提供する時は、型や柄、生地の良し悪しを目や肌で、

帯を締める時の音を耳で確かめて初めて、お客さまへの“おもてなし”が可能になるからです。

「this is japan.」は、こうしたお客さまとのコミュニケーションにおける姿勢を大切にして、優れた「モノ」「コト」「文化」を

国内外へ発信し続ける、という私たちの意思を示すメッセージです。

300年以上の歴史をもつ三越伊勢丹グループのルーツは、呉服店です。当時の呉服店は、現在では当たり前になっている

「正札販売」を世界で最初に始め、富裕層向けだった呉服を、広く一般の方にも手にしていただけるようにしました。

その後、私たちのビジネスは、衣料品から食料品、家具・調度品、工芸品などへと広がり、世界中の「モノ」「コト」「文化」を

“おもてなし”の心で提供する企業として成長してきました。

三井高利が江戸本町一丁目に開いた
呉服店「越後屋」

小菅丹治が神田旅籠町に開いた
「伊勢屋丹治呉服店」

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、

お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、

高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。
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日本一の
百貨店グループ
（2014年度）

全員が手をつなぐと約42.195km

その他の
百貨店

三越伊勢丹
ホールディングス

＝100万円
1m

1m

日本の人口
約1億2,700万人

三越伊勢丹
年間入店客数

日本の人口の
約1.5倍

330
億円

以上
万円

年間入店客数 売場1m2当たりの年間売上高 

インバウンド売上高

エムアイカードのお客さま

1兆

約 万
人

2,000

6,000

億円

年間売上高

年間12回以上ご来店、
三越伊勢丹グループ内で

年間
ご利用額20

約

350万円

従業員数

（2014年4月1日現在）

（2014年度）

At a Glance

数字で見る三越伊勢丹グループ

（国内グループ百貨店） （伊勢丹新宿本店） 

（国内グループ百貨店）

 （平均）

 （グループ全体）

 （国内グループ全体、短期アルバイト・研修生を除く）

2

2
億人以上 以上

以上以上
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国内店舗数を180店舗とすることを目標に、今後新たに80店舗以上をオープン。お客さまとの接点を増やし、ブランド価値の向上を進めています。

Business Model

三越伊勢丹グループの事業概況

伊勢丹新宿本店 三越日本橋本店 三越銀座店
世界最高のファッションミュージアム
2013年3月に続いて、さらなるリモデルを実
施。5階と6階のリモデルを完了しました。

世界最高のおもてなし
日本の伝統的な文化に新たな息吹を吹き込
むリモデルを推進。これによって、より幅広く
新たなお客さまを呼び込んでいきます。

世界の銀座のランドマーク
海外からのお客さまを含め、銀座を訪れる
方々から支持を得る店舗。売上高1,000億
円の達成をめざしています。

支店・地域店の収益力強化を推進。都市部の
店舗で大規模な改装を行い、資産効率と魅力
度の向上に取り組んでいます。

基幹店の商品やサービスをインターネット上でご利用いただけるよう
eコマースに注力。事業規模を300億円にまで成長させることをめざし
ています。

基幹3店

国内店舗事業

支店・地域店（一部）

中型店・小型店

丸井今井札幌本店 名古屋三越栄店 岩田屋本店

eコマース

その他事業

台北

シンガポール

バンコク

成都

クアラルンプール

天津

上海

新規店舗の出店と既存店舗の強化によって、収益の向上を
図っています。

スーパーマーケット事業

顧客情報管理を一元化することで、グループ店舗での購買を
促進しています。

クレジット・金融事業

グループが所有する資産を最大限に活用するとともに、再開
発を積極的に推進しています。

商業不動産事業

旅行、人材サービス、インバウンドサービスなど、新たなビジネ
ス領域の開拓に注力しています。

その他事業

海外店舗事業

新しいビジネスモデルの構築によって、
海外における収益の向上をめざしています。

2014年度売上高
構成比率

960億円

7.6%

2014年度売上高
構成比率

1兆767億円

84.6%

7.8%

その他・
連結調整 
-2.8%スーパーマーケット事業

4.5%

クレジット・金融事業
2.7%

商業不動産
事業 3.4%

2014年度売上高
構成比率

991億円
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三越伊勢丹グループでは、グループビジョンである「世界随一の小売サービス業グループ」

の実現に向けたマイルストーンとして、2018年度に連結営業利益を500億円以上とすること

を掲げた中期経営計画を推進しております。

近年の日本経済は、原油価格の下落や各種政策の影響もあり、緩やかな回復基調が続いて

おります。しかし、個人消費については、好調な企業業績を受けての賃上げなどにより実質所

得が増加していることから、もち直しの兆しが見られるものの、地域経済の回復の遅れなど決

して楽観できる状況にはないと認識しております。

このような状況のなか、三越伊勢丹グループは「百貨店のあるべき姿」の実現と、長期視点

に立った成長事業の強化・拡大に取り組んでまいりました。

2015年4月には経営統合から7年目を迎え、さらなる成長を実現していくために、引き続き

独自性・収益性の高い商品やサービスを、主力の百貨店をはじめ、中小型店舗、WEB、海外な

どのグローバルな販売チャネル・顧客接点・業態において積極的に展開・推進していくことで、

一層の収益拡大をめざしてまいります。

さらに、お客さまのライフスタイル全般にわたって新たな価値を提供していくために、外部企

業との連携も積極的に検討しながら、既存事業の強化、新規事業の開発に取り組んでまいり

ます。また、将来の成長を支える人財※への投資や教育にも力を入れてまいります。

以上の戦略を着実に推進し、利益を最大化することにより、長期的な企業価値の向上を

図っていくことで、経営環境、業績、財務の健全性を総合的に勘案した一定の株主還元も行って

まいります。また、重要な経営指標であるROEについては、中期的な向上をめざしてまいります。

また、戦略の推進を支えるコーポレート・ガバナンス体制の強化にも力を入れ、透明性・公平

性の高い経営基盤の整備と迅速かつ果断な意思決定プロセスの導入を図っております。

三越伊勢丹グループは、これからもステークホルダーの皆さまと真摯に向き合い、ご期待を上

回る絶対的な価値を創造し続けていくことで、かけがえのない信頼関係を築いてまいります。

今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

 「世界随一の小売サービス業グループ」の
実現のために

Group Vision

石塚 邦雄
代表取締役会長執行役員

大西 洋
代表取締役社長執行役員

石塚 邦雄

代表取締役会長
執行役員

代表取締役社長
執行役員

大西 洋

※ 当社グループでは、従業員を大切な財産と捉え、「人財」と表記しています。
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圧倒的な独自性による絶対的価値創造

コーポレート・ガバナンス体制の強化

人財育成・人事制度改革 マーケティング力の向上

流通構造・サプライチェーン改革

販売商品環境・空間

顧客接点の拡大・精度向上

※1・2 三越伊勢丹グループでは、お取引先のことを「お取組先」、売場のことを
「お買場」と呼んでいます。

140兆円といわれる日本の小売市場のなかで、百貨店業

界の売上規模はピーク時の約3分の2、約6兆円にまで低下し

ています。私は、その最大の要因は百貨店の同質化によるも

のだと考えております。

同質化のなかでも最も大きな問題は「商品」、すなわち「品

揃え」です。百貨店はリスクを負うことなく、お取組先※1に品

揃えを任せることで、どの百貨店も同じような商品が並ぶこ

とになり、さらにこのことで収益性の低下を招いてしまいま

した。

私たちはこのような状況を打破するため、2011年から仕

入構造改革に取り組んでおります。この取り組みは自らがリ

スクを負うことで、他社にはない独自性があり、価値が価格

を上回る、収益性の高い品揃えの実現をめざすものです。

婦人靴のオリジナルブランド「ナンバートゥエンティワン」

きると考えております。そのため三越伊勢丹グループでは現

在、重点的に人財投資を行っております。

能力開発に向けて、執行役員・管理職・若手社員など階層

別研修をこれまで以上に充実させています。とくに若手社員

に対しては「リベラルアーツ研修」など、人間力の向上を目的

とした研修を行っています。

また店頭で販売に従事する社員のモチベーションを高め

るため、2016年から一部のお買場※2でインセンティブ制を導

入する予定です。高い実績を上げた社員に対し、それに応じ

た給与を支給することで店頭での生産性を高めるとともに、

この取り組みを通じて販売業務の社会的な地位向上もめざ

していきたいと考えています。

さらに優秀なスタイリストは雇用区分にかかわらず会社と

して表彰する「エバーグリーン制度」を2012年に導入しました。

現在では三越伊勢丹グループ全体で200名を超えるエバー

グリーンが誕生し、日々、店頭でお客さまと接しております。

三越伊勢丹グループでは、2015年から企業メッセージと

して「this is japan.」を掲げております。これは「ジャパン セ

ンスィズ」で取り組んできた伝統・技術に裏付けられた商品

の発信だけでなく、日本の四季の美しさや、それによって育

まれた感性に基づくサービス・店舗環境を新しい価値として

幅広く提供することをめざしたものです。

この「this is japan.」を経営戦略の1つと位置付け、国内外の

店舗でさまざまな営業施策として具現化を図ってまいります。

その具体的な取り組みとして、クールジャパン機構との共

同プロジェクトである「クアラルンプール伊勢丹LOT10店」

の全面改装を行い、同店は商品・販売サービスの両面で

「JAPAN」を発信する店舗として生まれ変わる予定です。さら

にヨーロッパにおける発信拠点として、パリにおいてもアン

テナショップをオープンする予定です。

百貨店業界は売上の長期低下傾向にありますが、私は日

本から百貨店という業態がなくなることはないと考えており

ます。現在の百貨店にお客さまが満足されていないのであれ

ば、私たちがお客さまや時代の変化に十分対応できていない

ということだと思います。

三越伊勢丹グループは、百貨店の「あるべき姿」を見つめ

直し、「環境・空間」「商品」「販売」のあらゆる面で、他の小売

業態にはない、当社グループだけが実現できる「絶対的価値」

をお客さまに提供してまいります。いずれも簡単な取り組み

ではありませんが、将来に向けた持続的な成長を実現するた

めに、しっかりとやり抜く所存です。

は、その代表的な事例です。取り組みから4年間で取り扱い

規模は約20倍にまで成長し、現在では海外の百貨店にも販

路を拡大しています。

このような品揃えを支えるのが、店頭での販売力です。リス

クを負って仕入れた商品を売り切る力が必要になります。三

越伊勢丹グループでは、販売員のことをお客さまのライフス

タイルを提案する「スタイリスト」と呼びますが、スタイリスト

がお客さまのご要望を察知し、時には潜在的なニーズを汲み

取り、常に新しい提案をすることで、お客さまのお買い上げ

につながります。そのため当社グループでは、百貨店の営業

時間の短縮や休業日の設定など働く環境の改善を進め、ス

タイリストがゆとりをもって接客できる環境の整備に取り組

んでいます。

緩やかながら景気回復の傾向が見られるものの、地域経

済は回復の遅れが顕著です。日本経済が本当に回復するた

めには地域経済の活性化が重要であり、全国に店舗網を有

する三越伊勢丹グループとしても一定の役割を果たす必要

があります。

私たちは2011年から、日本の各地域の優れた素材・技術

などに焦点を当て、商品を通じてお客さまに紹介する「ジャ

パン センスィズ」という取り組みを展開しております。

これまで東北・北陸の伝統や文化に裏付けられた衣料品・

雑貨・リビング用品・食品など幅広い商品を提案し、お客さま

から好評を博しております。今後、対象とするエリアを拡大

し、より幅広い地域を紹介していく予定です。

こうした取り組みを通じ、それぞれの地域にスポットを当

てることで、微力ではありますが、地域経済活性化の一翼を

担いたいと考えております。

私たち百貨店のビジネスの成長を支えるのは人財です。そ

れぞれの人がもてる能力を十分に発揮し、モチベーション高

く働くことで、お客さまに高いレベルのおもてなしを実現で

Message from the President and CEO

「絶対的価値」の追求で
持続的な成長をめざしてまいります

代表取締役社長執行役員

大西 洋

成長に向けた変革の取り組み

成長を実現するための人財投資・人事制度改革

地域経済活性化に向けた取り組み

三越伊勢丹グループの持続的成長に向けて

「this is japan.」
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新規事業
（旅行、医療モールなど）

Mid-Term Plan

各事業の戦略 2018年度 連結営業利益500億円以上の達成

海外店舗

伊勢丹新宿本店
「世界最高のファッションミュージアム」の完成に向け、
グループ最大の収益基盤をより強固にするために、これ
までのリモデル修正と次なる進化に向けた投資を実施し
ます。

三越日本橋本店
さまざまな生活文化の発信拠点となる「カルチャーリ
ゾート百貨店」の完成に向けたリモデルを実施します。

三越銀座店
空港型免税店を核に、世界の銀座における日本発の「新
しいグローバル百貨店」としての機能を整備します。

● 既存店の構造改革
● 新規店舗モデルの構築

既存店の構造改革による収益モデルの確立とクール
ジャパン事業（クアラルンプール伊勢丹LOT10店）に
よる新たな価値創造、欧米など世界市場への挑戦（パリ
日本文化会館への出店）に取り組みます。

● 既存事業の強化
● 成長分野の収益事業化

カード事業
グループ顧客ニーズに応えるサービスの提供によって、
お客さまの生活全般のお役に立ち、欠かすことのできな
い存在となることで、収益基盤を確立します。2016年4
月からはより利便性の高いポイント制度に変更します。

スーパーマーケット事業
独自性・収益性の高い収益モデルを早期に確立し、百貨店
内も含めたチェーンオペレーション体制を構築します。

ファッションブランド事業
独自性の高いコンテンツを開発・発信して収益事業化を
めざします。

商業不動産事業
保有資産の最大活用と再開発計画への参画により、収益
の拡大をめざします。

新規事業
お客さまのライフイベントを捉えたコト領域（旅行・ブラ
イダル・シニアなど）でのソリューション分野の可能性を
探り、ビジネスモデルを構築するとともに、グループでの
シナジーを生み出し、収益に貢献します。

その他

グループ最大の
強みの強化・継続

エリア特性に応じた新しいストアモデルにより、構造改
革を随時実施し、全店黒字化をめざします。全店黒字化の実現

さらなる出店の加速やコンテンツの磨き上げを進め、高
収益モデルを確立します。

● 既存店の収益化
● 新しいモデルへの挑戦

4つの基幹戦略を推進し、2018年度の連結営業利益500億円以上の達成と
その先の持続的成長を図っていきます。

グループ資源の有機的連携・相互活用による
収益の拡大をめざして

基幹戦略

国内店舗

基幹3店

国内店舗

支店・地域店

国内店舗

中型店・小型店

利益達成イメージ

上質で新しいライフスタイルを創造していくため、魅力の高
いコンテンツをグローバルに開発・調達し、三越伊勢丹グ
ループにしかできない、世界で認められるレベルの「独自性」
「編集」「商品」「サービス」「環境」を創出していきます。

（1）顧客価値の高いコンテンツの創出

グローバルコンテンツ ソリューション事業

強みである「編集力」を活かし、新たな業態・チャネルで都
心から郊外、海外へと接点を拡大していきます。

（2）顧客接点の拡大と充実

百貨店戦略 デジタル戦略

ヒト（販売力・要員生産性）、モノ（仕入構造改革）、資産（保
有資産の最大活用）により、高収益基盤をつくり上げてい
きます。

（3）生産性向上の推進

仕入構造改革 人的生産性向上

グループ顧客との関係性強化に向けたグループCRMを
推進するとともに、ITを活用した「次世代販売・サービス」
を開発していきます。

（4）グループリソースを活用するための
基盤強化

人財育成 グループCRM
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グループ最大の
強みの強化・継続
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その先の持続的成長を図っていきます。

グループ資源の有機的連携・相互活用による
収益の拡大をめざして

基幹戦略

国内店舗

基幹3店

国内店舗

支店・地域店

国内店舗

中型店・小型店

利益達成イメージ

上質で新しいライフスタイルを創造していくため、魅力の高
いコンテンツをグローバルに開発・調達し、三越伊勢丹グ
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「編集」「商品」「サービス」「環境」を創出していきます。
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人財育成 グループCRM
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Directors and Officers

代表取締役会長執行役員

石塚 邦雄
1949年9月11日生

1972年5月　（株）三越入社
2012年2月　当社代表取締役会長執行役員※

2012年4月　（株）三越伊勢丹代表取締役会長
執行役員※

2013年6月　積水化学工業（株）取締役※

代表取締役社長執行役員

大西 洋 
1955年6月13日生

1979年4月　（株）伊勢丹入社
2012年2月　当社代表取締役社長執行役員※

（株）三越伊勢丹代表取締役社長
執行役員※

取締役専務執行役員 営業本部長

松尾 琢哉 
1958年12月27日生

1982年4月　（株）伊勢丹入社
2015年4月　当社取締役専務執行役員

営業本部長※

（株）三越伊勢丹取締役専務
執行役員営業本部長※

取締役常務執行役員 業務本部長

赤松 憲 
1952年9月5日生

1975年6月　（株）三越入社
2013年4月　当社取締役常務執行役員

業務本部長※

（株）三越伊勢丹取締役常務
執行役員業務本部長※

取締役常務執行役員 経営戦略本部長

杉江 俊彦
1961年2月15日生

1983年4月　（株）伊勢丹入社
2012年6月　当社取締役常務執行役員

経営戦略本部長※

2013年4月　（株）三越伊勢丹取締役常務
執行役員経営戦略本部長※
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大西 洋 

石塚 邦雄

松尾 琢哉 

赤松 憲 

杉江 俊彦

髙田 信哉

竹田 秀成

槍田 松瑩

井田 義則

永易 克典

北山 禎介

飯島 澄雄

社内取締役
※現任

社外取締役
※現任

取締役（独立役員）

槍田 松瑩
1943年2月12日生

1967年4月　三井物産（株）入社
2007年6月　（株）東京放送ホールディングス

取締役※

2009年4月　三井物産（株）取締役会長
  （株）TBSテレビ取締役※

2009年5月　公益社団法人ベトナム協会会長※

2013年6月　当社取締役※

2013年11月 （株）海外需要開拓支援機構
取締役※

2014年6月　（株）野村総合研究所取締役※

2015年6月　三井物産（株）顧問※

選任理由
事業法人の経営者。社内コンプライアンス意識
の徹底や制度改革、業績向上の実績があり、そ
の豊富な経験と見識を当社の経営に反映し、独
立した立場から当社の取締役会の意思決定の
妥当性・適正性を確保するための助言・提言を
いただけると判断し、選任。

活動状況
当事業年度中に開催の取締役会14回のうち13
回に出席。

取締役（独立役員）

井田 義則
1943年5月18日生

1966年4月　いすゞ自動車（株）入社
2012年6月　同特別相談役※

2013年6月　当社取締役※

選任理由
事業法人の経営者。構造改革に取り組み、業績
の大幅な改善を行った実績があり、その豊富な
経験と見識を当社の経営に反映し、独立した立
場から当社の取締役会の意思決定の妥当性・
適正性を確保するための助言・提言をいただけ
ると判断し、選任。

活動状況
当事業年度中に開催の取締役会14回のうちす
べてに出席。

取締役

永易 克典
1947年4月6日生

1970年5月　（株）三菱銀行入行
2012年4月　（株）三菱東京UFJ銀行取締役会長※

2013年6月　新日鐵住金（株）監査役※

2014年6月　当社取締役※

三菱自動車工業（株）監査役※

選任理由
長年にわたる金融機関の経営者としての経験
により培われた見識と視点を、当社の経営活
動の監督に取り入れる観点から、社外取締役
に選任。

活動状況
社外取締役就任後に開催の取締役会12回のう
ち10回に出席。

社外監査役（独立役員）

飯島 澄雄
1941年5月6日生

1966年4月　第二東京弁護士会登録
アンダーソン・毛利・ラビノウィッツ
法律事務所入所

1991年1月　東京虎ノ門法律事務所開設※

1994年6月　北川工業（株）監査役※

2008年4月　当社監査役※

選任理由
長年にわたる弁護士活動で培われた高い見識
を当社の監査やコンプライアンス体制の構築・
維持に発揮していただくとともに、独立した立
場から、当社の取締役会において、意思決定の
妥当性・適正性を確保すべく適切な助言・提言
をいただけるとの判断から選任。

活動状況
当事業年度中に開催の監査役会13回のうち
すべてに、また取締役会14回のうちすべてに
出席。

社外監査役

北山 禎介
1946年10月26日生

1969年4月　（株）三井銀行
（現（株）三井住友銀行）入行

2005年6月　（株）三井住友フィナンシャルグループ
取締役社長

（株）三井住友銀行取締役会長※

2006年10月 富士フイルムホールディングス（株）
取締役※

2008年4月　当社監査役※

2014年6月　トヨタ自動車（株）監査役※

選任理由
金融機関の経営者としての豊富な経験と幅広
い見識を当社の監査に反映していただけると
の判断から選任。

活動状況
当事業年度中に開催の監査役会13回のうちす
べてに、また取締役会14回のうち13回に出席。

常勤監査役

竹田 秀成
1954年7月5日生

1978年4月　（株）三井銀行入行
2006年5月　（株）三越入社
2015年6月　当社常勤監査役※

常勤監査役

髙田 信哉
1952年1月8日生

1975年4月　（株）伊勢丹入社
2012年6月　当社常勤監査役※

監査役
※現任
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日本の四季に育まれるもの。それは私たちの五感です。

耳を澄ませ、匂いを感じ、見て、味わい、触れてみる。

ものづくり、品ぞろえ、お客さまを笑顔でお迎えすること。

もてなしのこころをととのえるのも、日本の五感。

三越伊勢丹はそのひとつひとつに磨きをかけ、世界のあらゆる

ひとびとにひらかれた、胸のたかなる未来をつくります。

お問い合わせ
株式会社 三越伊勢丹ホールディングス
業務本部 総務部
コーポレートコミュニケーション担当 IR
http://www.imhds.co.jp/
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